
　（別紙４-２） 事業所名：グループホームやすらぎⅡ　　

作　成　日：　令和　5年　2月　14日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 21

現状
一部の利用者同士は関係が出来ているが、一
部の利用者は自室ですごす時間も多く、認知症
の進行で他者との関りが薄い。

課題
スタッフと利用者との関係にしかなっていない
ので、利用者さん同士を繋げていきたい。

利用者さん同士が日常生活の中で繋がるこ
とが出来る。

・朝の挨拶からつなげていく。スタッフから挨拶
を言って切っ掛けを作っていく。
・聞こえない人や自分から言えない人は代わり
に伝えていく。
・飲食時で間に入って会話をして、コミュニケー
ションを取って頂く。
・食席に拘らず、好きな所で過ごして会話して
頂く。
・利用者同士の会話で印象的なところを記録、
状況把握していく。
・体調、機嫌を確認して、いい時は繋げていく。
・関係の悪い利用者さんは何が嫌なのか探り、
悪いイメージを取り除いていく。
・創作活動、複数で行ってスタッフも介入し繋
がって頂く。
・関係のいいひと同士でユニット問わず、話せ
る場をセッティングしていく。
・入居者さん同士で世代の悩みを聞けるような
お手伝いして頂く。
同じ世代の悩みや不安は同じ世代で聞いても
らえると納得してもらいやすい。

12カ月

2 52

現状
・季節の創作活動を行っているが、一部のス
タッフと入居者さんのみである。
また、変わらず同じ展示物が貼ったままになっ
ている。
・入居者さんと行おうとしているが、日中はデイ
に行かれ一緒に行えていない。
・初めて取り入れた畑作業が入居者さんにとっ
て、居心地のよい空間になりつつある。畑の懐
かしさもあり、また来年も行い力を入れていきた
い。

課題
皆で楽しく季節感のある創作活動をし、展示し
ていきたい。

季節を感じる創作活動や畑作業をして、明
るい雰囲気を作る。

・ユニット関係なく、創作活動を行う。
・業務見直しをし、みんなで関われるようにして
いく。
・細かい作業が苦手な方は簡単な作業を行っ
て頂く。
難しい方は作ってる輪に入ってもらって雰囲気
を感じて頂く。
・どんな掲示物がいいか入居者さんに聞いて一
緒に作っていく。
・平日DCが休みの時や、週末祝日を利用して
無理せず行っていく。
・スタッフと飾り付けを一緒に楽しむ。
・春2月作成、3、4、5月展示
　夏5月作成、6、7、8月展示
　秋8月作成、9、10、11月展示
　冬11月作成、12、1、2月展示を、行っていく。
・畑作業は利用者さんと相談しながらすすめて
いく。

12カ月

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


